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プロジェクト概要

 ノーベル経済学賞受賞のHeckmanら（2007）は，質の高い幼児教育は生
涯にわたって様々な幸福が得られる有益な公共政策であるとした。その後，
OECDをはじめとした国内外で，質の高い幼児教育・保育こそが子どもの発
達と学びに結びついていることを実証しようとすう研究が続いている。
 本学幼児教育講座は50年にわたり高度な専門性を有する幼稚園教諭・保育
士の養成を行なってきた。同時に，地域の幼児教育施設の人材育成，保育の
質の向上にも貢献してきた。
 本プロジェクトでは，養成校学生，現職保育者，幼児教育施設の異なる立
場３方向を相互的に関連づけ，幼児教育・保育の学問を基軸にした交流・研
修を行い，成果を検証する。その知見をもとに，幼児教育・保育の専門性，
魅力，人材育成を互恵的に循環させる幼児教育・保育の魅力創発のための双
方向教育モデル構築に向けた基礎的な資料を得る。

幼児教育・保育職の専門性と本質的な魅力を高めるための
双方向教育モデルの創出

代表者



研究の成果

＜調査1：保育職志望に影響を及ぼす要因＞
現時点で調査は終了し分析を実施している。
＜調査2：幼児教育施設におけるICT活用＞
現時点で調査は終了し分析を実施しているが，追加調査を2025年度前半に予
定している。
＜調査3：保護者が幼児教育施設に求めるもの＞
現時点で質問項目や内容を検討中で，2025年7月頃の実施を予定している。

研究の目的

 ノーベル経済学賞受賞のHeckmanら（2007）は，質の高い幼児教育は生
涯にわたって様々な幸福が得られる有益な公共政策であるとした。その後，
OECDをはじめとした国内外で，質の高い幼児教育・保育こそが子どもの発
達と学びに結びつくことを実証しようとする研究が続いている。
 一方で，本邦での保育職には多様な課題が存在し「ブラック」と揶揄され
る。保育職がブラックとされる背景には，賃金の低さ，業務量の多さ，人手
不足，社会的評価の低さなど複数の要因が絡み合っている。これらは職場の
構造的な問題や社会全体の認識の課題に起因する部分が大きい。社会全体で
保育職の重要性を再評価し，働きやすい環境を構築することが求められてい
る。保育者の処遇の悪さや不適切保育等の報道の影響は，保育職のイメージ
や憧れを低下させ，保育人材の不足の一因になっている。国や地方自治体等
は保育人材を確保するため，中高生を対象に保育職の魅力向上・発信のため
の様々な取組を実施しており，ポータルサイト「ハローミライの保育士」等
がある。しかし，保育人材の不足は深刻な状況であり，保育者養成校の入学
者数も減少している。メディアの報道は否定的な影響を与える可能性が高
い。そこで本研究では，保育職志望に与える影響について明らかにすること
を目的とする。
 本学幼児教育講座は50年にわたり高度な専門性を有する幼稚園教諭・保育
士の養成を行なってきた。同時に，地域の幼児教育施設の人材育成，保育の
質の向上にも貢献してきた。本研究では，幼児教育・保育の専門性，魅力，
人材育成を互恵的に循環させる幼児教育・保育の魅力創発のための双方向教
育モデル構築に向けた基礎的な資料を得ることを目的とする。関連して，
ICTの活用が与える影響，社会（保護者）の保育者観を調査する。

研究の方法

＜調査1：保育職志望に影響を及ぼす要因＞
ウェブアンケート調査を実施した。質問は，択一形式，複数回答形式，自由
記述形式を用いた。
分析はSPSS使用。
＜調査2：幼児教育施設におけるメディアの活用と保育の可視化への影響＞
Webホームページのある愛知県内公立私立園。(私立の幼稚園（405），私立
保育園（650），私立こども園（318）)。園のWebホームページを,調査項目
に基づいて目視調査した。
＜調査3：保護者が保育者に求めるもの＞
質問紙調査を用いたコンジョイント分析(M plus使用)を実施する。


